
保谷庁舎2階に開設した建築指導準備課

市
の
将
来
を
見
据
え
田
無
庁
舎
敷
地
に

５
施
設
合
築
複
合
化
庁
舎
を
！

納
田　
さ
お
り
（
無
所
属
）

３
館
合
築
と
庁
舎
問
題
の
根
は
同
じ

重
要
施
策
は
不
確
定
要
素
を
排
除
せ
よ

森　
て
る
お
（
無
所
属
）

５
施
設
合
築
複
合
化
案
と
保
谷

庁
舎
総
合
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想

質
問　

３
館
合
築
複
合
化
と
庁

舎
統
合
は
、
田
無
駅
南
部
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て
行

う
べ
き
だ
。
に
ぎ
わ
い
創
出
の

核
と
な
る
大
ホ
ー
ル
設
置
を
前

提
に
、
庁
舎
・
市
民
会
館
・
中

央
図
書
館
・
田
無
公
民
館
・
イ

ン
グ
ビ
ル
の
５
施
設
の
複
合
施

設
を
田
無
庁
舎
敷
地
内
に
建
設

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
市
民

会
館
と
イ
ン
グ
ビ
ル
跡
地
は
統

合
建
物
の
建
設
財
源
と
し
、
解

体
さ
れ
る
保
谷
庁
舎
に
市
民
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
全
世
代
対
応
型

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
24
時
間
対
応
型
総
合
ケ

ア
タ
ウ
ン
の
設
立
を
提
案
す
る
。

答
弁　
田
無
庁
舎
を
活
用
し
た

暫
定
的
な
対
応
方
策
を
当
面
の

方
策
と
す
る
、
平
成
45
年
度
を

目
途
に
統
合
を
目
指
す
、
市
中

心
エ
リ
ア
で
の
統
合
を
検
討
す

る
を
３
つ
の
基
本
方
針
と
す
る
。

意
見　
超
高
齢
社
会
の
平
成
42

年
ご
ろ
に
市
中
心
部
に
土
地
を

購
入
す
る
財
政
的
余
裕
は
な
く
、

仮
設
庁
舎
を
建
設
す
る
暫
定
案

に
財
政
的
優
位
性
は
な
い
。

そ
の
他
質
問
等　

◇
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ

ィ
首
長
研
究
会
へ
の
加
盟
に

つ
い
て

◇
多
病
社
会
支
援
に
つ
い
て

◇
西
東
京
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ

い
て

◇
若
者
の
支
援
に
つ
い
て

◇
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て

質
問　

３
館
合
築
と
庁
舎
統
合

は
決
定
が
先
送
り
さ
れ
た
。
評

価
す
る
が
、
進
め
方
や
施
策
に

は
問
題
が
あ
る
。
方
針
転
換
の

検
討
中
に
開
い
た
２
回
の
委
員

会
で
無
駄
な
議
論
を
さ
せ
た
。

市
長　
耐
震
補
強
せ
ず
、
市
民

会
館
の
建
て
替
え
で
の
解
決
を

図
っ
た
。
条
例
に
基
づ
き
市
民

参
加
を
実
施
し
て
き
た
。
議
会

に
は
可
能
な
限
り
情
報
提
供
し

た
。
情
報
の
共
有
が
重
要
だ
。

質
問　
何
が
問
題
で
の
方
針
転

換
か
。
３
館
合
築
に
は
市
民
合

意
、
庁
舎
に
は
３
館
合
築
と
い

う
不
確
定
要
素
が
あ
っ
た
。
暫

定
案
は
市
中
心
エ
リ
ア
に
適
地

が
な
い
の
が
不
確
定
要
素
。
中

心
エ
リ
ア
に
来
る
か
ら
暫
定
案

も
仕
方
な
い
と
考
え
る
市
民
に

20
年
越
し
の
う
そ
を
つ
く
の
か
。

部
長　
合
築
の
懇
談
会
は
市
民

参
加
の
一
つ
。
提
言
を
踏
ま
え

て
庁
内
で
検
討
し
た
後
市
民
参

加
手
続
き
を
と
る
。
庁
舎
は
方

針
を
決
め
て
基
本
構
想
を
つ
く

る
。
暫
定
案
は
非
常
に
正
し
い
。

質
問　
あ
な
た
に
聞
い
て
な
い
。

不
確
定
要
素
を
施
策
に
入
れ
た

か
ら
方
針
変
更
に
至
っ
た
。

部
長　
議
会
と
の
関
係
で
は
資

料
を
提
出
し
て
議
論
し
て
き
た
。

質
問　
ま
た
補
助
職
員
。
官
僚

主
導
か
。
市
長
は
意
見
が
な
い

の
か
。
先
送
り
し
た
理
由
は
。

市
長　
重
い
決
議
を
も
ら
っ
た
。

熟
慮
の
結
果
、
行
政
の
責
任
で

決
断
す
る
こ
と
に
し
た
。
庁
舎

暫
定
案
で
は
３
館
合
築
に
よ
ら

ず
、
周
辺
部
な
ど
を
検
討
す
る
。

「
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
」

【
説
明
】
本
条
例
は
、
地
方
公

共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
任
期
を
限
っ
た
一
般

職
の
職
員
の
採
用
が
可
能
と
な

っ
た
。

　
制
度
の
目
的
は
、
多
様
化
、

高
度
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
質
の
高
い
人
材
の

育
成
を
確
保
し
、
多
様
な
人
材

を
採
用
す
る
手
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
性
に
沿

っ
た
登
用
を
推
進
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
具
体
的
な
職
種
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

答　
特
定
任
期
付
の
職
員
は
、

弁
護
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、

一
般
任
期
付
の
適
用
と
し
て
、

建
築
主
事
の
資
格
を
お
持
ち
の

方
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
顧
問
弁
護
士
と
の
す
み
分

け
は
。

答　
顧
問
弁
護
士
は
行
政
関
係

法
の
知
識
や
、
こ
れ
ま
で
培
っ

た
経
験
の
豊
富
さ
は
大
き
な
利

点
で
あ
り
、
任
期
付
職
員
と
し

て
弁
護
士
を
採
用
し
た
後
も
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
的
な
役

割
や
、
重
要
な
訴
訟
案
件
に
つ

い
て
は
期
待
を
す
る
こ
と
が
大

き
い
。

問　
専
門
性
を
持
っ
た
建
築
主

事
の
必
要
性
は
。

答　
建
築
指
導
の
事
務
が
東
京

都
か
ら
移
管
さ
れ
る
。
特
定
行

政
庁
と
な
る
た
め
に
は
建
築
主

事
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
が
複

数
必
要
と
な
る
。
建
築
確
認
に

係
る
総
合
的
な
判
断
を
行
う
た

め
に
相
当
の
経
験
を
要
す
る
も

の
で
あ
り
、
庁
内
の
技
術
職
の

職
員
が
す
ぐ
に
取
得
で
き
る
資

格
で
は
な
い
た
め
に
、
職
員
の

育
成
を
含
め
て
、
建
築
技
術
の

建
築
主
事
と
し
て
の
任
期
付
職

員
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

 

「
難
病
者
福
祉
手
当
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
西
東
京
市
保
健
福
祉

審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
難

病
者
福
祉
手
当
の
支
給
要
件
等

を
改
正
す
る
も
の
で
、
改
正
の

主
な
内
容
と
し
て
は
、
所
得
制

限
額
超
過
者
、
施
設
入
所
者
及

び
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
受
給

者
に
は
、
手
当
を
支
給
し
な
い

こ
と
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
回
の
所
得
制
限
基
準
額

の
根
拠
は
あ
る
の
か
。

答　
他
の
障
害
者
関
係
の
医
療

の
助
成
、
ま
た
、
心
身
障
害
者

福
祉
手
当
同
等
の
基
準
額
と
考

え
て
い
る
。

問　
新
た
に
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ

た
難
病
患
者
の
方
と
い
う
の
は

ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

答　
難
病
の
方
で
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
給
し
て
い
る
実
人

数
と
し
て
は
、
現
在
127
名
の
方

が
、
介
護
給
付
ま
た
は
、
補
装

具
、
日
常
生
活
用
具
等
々
の
給

付
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
方
た
ち
も
全
て
身
体
障
害

者
手
帳
や
、
知
的
障
害
者
手
帳

等
々
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
現

状
、
難
病
だ
け
で
と
い
う
方
は

い
な
い
。

問　
難
病
者
福
祉
手
当
の
支
給

の
理
由
は
何
か
。

答　
医
療
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
が

難
病
の
方
に
は
行
き
届
い
て
い

な
い
中
で
、
各
市
の
単
独
事
業

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
難
病
者
手

当
、
特
殊
疾
病
手
当
等
々
を
創

設
し
た
。

問　
併
給
し
な
い
理
由
は
何
か
。

答　
新
法
の
施
行
に
よ
り
難
病

の
対
象
範
囲
が
拡
大
す
る
見
込

み
だ
が
、
制
度
を
廃
止
す
る
と

い
う
選
択
肢
で
は
な
く
、
難
病

の
方
を
総
合
的
に
支
援
し
、
制

度
を
維
持
す
る
た
め
。

【
結
果
】
可
否
同
数
に
よ
り
、

委
員
長
が
本
案
に
対
す
る
可
否

を
裁
決
し
、
可
決

「
昭
和
病
院
企
業
団
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
」

【
説
明
】
企
業
団
の
構
成
団
体

か
ら
武
蔵
村
山
市
が
脱
退
す
る

こ
と
に
伴
い
規
定
か
ら
武
蔵
村

山
市
を
除
く
も
の
。
あ
わ
せ
て

議
員
の
定
数
を
16
人
か
ら
14
人

に
改
め
る
も
の
。
施
行
日
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
と
す
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
後
も
脱
退
す
る
市
が
武

蔵
村
山
に
続
く
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
が
、
残
る
構
成
７

「
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
中
小
企
業
事
業
者
に

対
す
る
特
別
措
置
（
中
小
企
業

特
別
対
策
運
転
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
）
を
延
長
す
る
ほ
か
、

現
行
の
創
業
融
資
制
度
を
拡
充

す
る
た
め
に
改
正
を
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
特
定
事
業
資
金
の
融
資
あ

っ
せ
ん
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書
を
受
け
る
要
件
は
。

答　
創
業
に
関
す
る
知
識
を
全

て
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

経
営
・
財
務
・
人
材
育
成
・
販

路
開
拓
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
シ

リ
ー
ズ
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
申
請

に
基
づ
い
て
証
明
書
を
発
行
す

る
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　
既
存
の
制
度
と
、
中
小
企

業
特
別
対
策
運
転
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度
の
違
い
は
。

答　
利
子
補
給
の
優
遇
、
住
所

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

用
件
の
緩
和
、
措
置
期
間
の
延

長
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
セ

ミ
ナ
ー
等
の
受
講
が
前
提
と
な

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
条

例
」

【
説
明
】
現
在
の
農
業
委
員
会

の
委
員
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員

及
び
選
任
に
よ
る
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
選
挙
に
よ
る
委
員
は

公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
市
長
が

任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新

法
で
は
、
委
員
の
定
数
は
条
例

で
定
め
る
と
あ
り
、
委
員
の
総

数
を
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ

る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
法
改
正
の
理
由
は
。

答　
農
業
委
員
会
に
お
け
る
業

務
、
経
営
基
盤
の
拡
大
や
農
地

の
集
団
化
、
新
規
参
入
等
の
促

進
等
に
よ
る
農
地
利
用
の
効
率

化
、
高
度
化
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
一
言
で
言
え
ば
「
最
適

化
」
に
つ
い
て
の
業
務
を
農
業

委
員
会
と
し
て
も
担
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。

問　
農
業
委
員
の
構
成
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

答　
現
在
は
選
挙
に
よ
り
、
農

業
者
が
市
内
14
地
区
か
ら
14
名
、

農
業
協
同
組
合
の
関
係
か
ら
２

名
、
議
会
か
ら
３
名
で
あ
る
。

今
後
は
、
14
地
区
か
ら
農
業
者

の
選
出
、
農
業
協
同
組
合
の
関

係
か
ら
の
推
薦
が
２
名
、
そ
の

他
公
募
を
含
め
３
名
程
度
と
想

定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会

で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
に
お
け
る
運
営
の
安
定
的
な

確
保
や
、
や
め
な
い
た
め
の
取

り
組
み
や
工
夫
は
あ
る
の
か
。

答　
昭
和
病
院
は
、
２
次
医
療

圏
が
３
つ
に
ま
た
が
る
状
況
で
、

医
療
圏
が
異
な
る
自
治
体
が
企

業
団
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
、

脱
退
の
動
き
は
こ
れ
ま
で
も
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
段

階
で
追
随
し
た
い
と
表
明
し
て

い
る
自
治
体
は
、
基
本
的
に
は

な
い
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
28

年
度
ま
で
従
来
の
負
担
割
合
の

中
で
行
い
、
29
年
度
以
降
、
７

市
で
の
負
担
割
合
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
28
年
度
に
、
分
布
金
の
負

担
割
合
だ
け
の
話
で
は
な
く
、

今
後
の
昭
和
病
院
に
つ
い
て
も

含
め
て
、
検
討
段
階
に
入
っ
て

い
く
状
況
に
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

一般質問、委員会の審査から

第69号 （７）

西東京市


